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社会福祉現場の人材育成における
MRI アプローチの活用
岡 本 晴 美
〔抄 録〕
社会福祉現場における人材育成は，現在もなお喫緊の課題として社会的に認知され，
OJT (On the Job Training/職務を通じての研修)，OFF-JT (Off-the Job Training/


















ているMRI (Mental Research Institute) のなかに 1967 年に設立されたBTC (Brief Therapy
Center) のメンバーである P．ワツラウィック，J．ウィークランド，R．フィッシュらによ
佛教大学社会福祉学部論集 第 9号 (2013年 3 月)
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る研究成果である(1)。











































ガロアによると，任意の群 (グループ) は，以下の 4 つの性質を持つ (Watzlawick et al.
1974=1992，18-21頁)。















































(Bateson 1972=2000，394 頁) であると定義している。つまり，コンテクストとは，人が行
う行為を規定するあらゆるモノやコトの集合体ということになる。
このように論理階型理論とは，要素同士のこと，すなわち，同じ群 (構造) のなかで起こる





















































































































































































































































( 1 ) MRI に関連する文献は数多くあるが，ここでは，主として，ワツラウィックらの著書『変化の原
理――問題の形成と解決』(Watzlawick et al. 1974=1992) に基づき考察を進める。
( 2 ) ワツラウィックらが，「問題形成とその解決に対する我々の方法は決して臨床的な問題に限られる













( 5 ) Chris Agryris, The executive mind and double-loop learning, Organizational Dynamics, Volume 11,
Issue 2, p. 5-22, 1982 Autmn.
( 6 ) ワツラウィックらは，「過去の重要性は『真実』や『現実』の問題というのではなく，それを今こ
この視点からどう見るのかという問題」であるとして，「過去の再解釈は現在の行動に影響を与え
る多数の可能性の中の一つにすぎない」(Watzlawick et al. 1974=1992，121頁・注の 4) と指摘
し，あくまでも「今ここで」の「現在」を基準にすることを主張する。








Bateson, G. (1972). Step to an Ecology of Mind : Collected Essays in Anthropology, Evolution, and
Epistemology. San Francisco, London, Toronto : Chandler Publishing Company.
(=G．ベイトソン著，佐藤良明訳，『精神の生態学 改訂第 2版』，2000，新思索社)






Watzlawick, P., Weakland, J. H. & Fisch, R. (1974) Change : Principles of Problem Formation and












2012年 10 月 31日受理
社会福祉現場の人材育成におけるMRI アプローチの活用 (岡本晴美)
― 98 ―
